
 安倍政権は、秋の臨時国会で秘密保全法を制定すると公言しています。「防衛」「外交」にとどまらず、
「公共の安全」をも秘密の対象とする秘密保全法が制定されたならば、政府や省庁などが自分に都合の悪
い情報を「秘密」と指定し、隠蔽しようとすることは疑いありません。そうなれば、「公共の安全」の名
のもとに原発事故も隠されてしまいます。この市民の知る権利、メディアの取材の自由を否定し、国家に
よる情報統制を狙う秘密保全法の制定を絶対に許すことはできません。 
 こうしたなかで、盗聴法改悪の動きが進行しています。盗聴法は通信の秘密、表現の自由を侵害する違
憲の法です。この盗聴法を改悪し、警察施設で大規模な盗聴をおこなえるようにし、電話、ＦＡＸ、メー
ルだけではなく、室内・車内での盗聴も可能にしようとしています。 
 秘密保全法に改悪された盗聴法が加わればその危険性は何倍にもなります。市民は情報統制と盗聴・監
視のために、主権者として行動することができなくなってしまいます。  
 ぜひ、ビデオ上映とシンポジウムにご参加ください。ともに考えましょう。 
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 日時： 6月4日（火）18時30分～21時 
 場所：渋谷区勤労福祉会館第一洋室 
        （TEL03-3462-2511 JR渋谷駅から8分） 
 参加費 500円 
 主催：盗聴法廃止ネットワーク 
     盗聴法に反対する市民連絡会（090-2669-4219） 
     日本国民救援会 （03-5842-5842） 

◆シンポジウム 
   海渡雄一さん（弁護士） 
  田島泰彦さん (上智大学教授 憲法・情報メディア法） 
  村井敏邦さん（一橋大学名誉教授 刑事法） 
 
◆ビデオ上映 「レーン・宮沢事件-もう一つの12月8日」 
          1993 年・50 分  ビデオプレス制作 
◆発言 
  米倉外昭さん（日本マスコミ文化情報労組会議幹事、 
         新聞労連副委員長） 
  高田 健さん（許すな！憲法改悪・市民連絡会） 
  宮崎俊郎さん（反住基ネット連絡会） 
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